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 金曜の午後から１泊２日で裏磐梯に行ってきた。裏

磐梯に行くのは、かなり久しぶりで、特に今の時期は

新緑の桧原湖と、初夏の自然の様子を見るのを楽しみ

にしていた。 

 

 裏磐梯に行くには、磐越西線の猪苗代駅が玄関口に

なる。東北新幹線がなかった時代には、磐越西線には、

上野や仙台からの直通の急行や特急列車がたくさん

乗り入れていた。特急「あいづ号」には食堂車まで連

結されている。鉄道旅行には実に良い時代だった。 

 

 今回は郡山まで新幹線、磐越西線は各駅電車に乗り

換えだ。時間は短縮されたが、乗り換えが厄介だ。直

通列車も残してほしかった。 

 

 会津若松行の普通列車は４両編成だったが、会社帰

りの人や学生さんで結構混んでいた。郡山に近い駅で

どんどん降りる人がいて、あっという間に空くと思っ

ていたら、猪苗代駅まで混んだままだった。 

 

 磐越西線は電化されているが、単線のローカル線だ。

無人駅が多く、電車のドアも乗客が自分で開ける。 

 

 この日は「大気の状態が不安定」で、沿線は雨に煙

っていた。しかし車窓には水田が広がり、水面に反映

した山々の風景が美しかった。 


